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使用教科書 副教材等

新財務会計Ⅰ（実教出版）
最新段階式簿記検定問題集　全商１級会計（実教出版）
全商簿記実務検定模擬試験問題集　１級会計（実教出版）

　商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、会計情報の提供と活用に必要な資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。
（1）財務会計に関する会計処理及び原価情報の活用について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるよう
にする。
（2）企業会計に関する法規と基準及び会計処理の方法の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に
課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する力を養う。
（3）会計責任を果たす力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

科目の目標

①知識・技能…定期試験、小テスト
②思考・判断・表現…定期試験、論述試験、提出物の点検
③主体的に学習に取り組む態度…授業への取り組み状況

評価方法

評価の観点
単元や題材などの内容のまとまりごとの学習目標単元項目月

評価の観点とその趣旨

③主体的に学習に
　取り組む態度

②思考・判断・表現

①知識・技能 財務会計について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につけている。

企業会計に関する法規と基準及び会計処理の方法の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的
な根拠に基づいて創造的に課題に対応するとともに、会計的側面から企業を分析する力を身につけている。

会計責任を果たす力の向上を目指して自ら学び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取
り組む態度を身につけている。

学習計画

教科 科目 単位数 学年 集団

商業 財務会計Ⅰ 2 3 ビジネス探究科

・企業と利害関係者およびディスクロージャーについて理解させる。

財務諸表分析

4
第４編
その他の会計処理

役務収益・役務原価
・役務収益・役務原価の意味を理解させる。
・商品の販売とサービスの提供の違いについて理解させる。
・役務収益・役務原価に関する会計処理を習得させる。

外貨建取引
・外貨建取引の意味を理解させる。
・円換算の意味を理解し、適切な会計処理を習得させる。
・為替予約の会計処理を習得させる。

税効果会計
・税効果会計の意味と役割を理解させる。
・税効果会計を適用した場合の財務諸表の表示について習熟させる。

・貸倒引当金に関する税効果会計の会計処理を習得させる。
・減価償却に関する税効果会計の会計処理を習得させる。
・その他有価証券に関する税効果会計の会計処理を習得させる。

中間試験

全商簿記実務検定

検定試験対策答練

・財務諸表分析の意味・方法を明らかにする。
・関係比率法・構成比率法・趨勢法・実数法による分析の種類を明ら
かにし、それぞれの計算方法について理解させる。

問題演習

貸借対照表・損益計算書
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２年次学習内容の振り返り

財務諸表のディスクロー
ジャー

第５編
財務諸表の活用
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連結財務諸表のあらまし
第５編
財務諸表の活用

・連結財務諸表の意味や目的を明らかにし、連結財務諸表の概略を理
解させる。
・親会社と子会社の意味、連結財務諸表の重要性を理解させる。

期末試験

・安全性分析、収益性分析、成長性分析について、それぞれの計算方
法を習熟させる。

・連結財務諸表の作成手続きを理解させる。
・開始仕訳の必要性と意味について理解させる。

発展学習
連結財務諸表の作成

連結財務諸表の作成

・当期分の連結仕訳として、のれんの償却、非支配株主に帰属する当
期純利益の計上、親会社と子会社相互間の債権・債務の相殺消去、親
会社と子会社相互間の仕入と売上の相殺消去、未実現利益の消去、子
会社の配当金の修正について理解させる。

・連結精算表の作成を習得させる。

③これまで学習した内容について、主体的かつ協働的に取り組も
うとしている。

検定試験対策答練

振り返り ①これまで学習した内容について、理論と実務を関連付けて理解
している。
②これまでに学習した内容について、課題を見い出し、根拠に基
づいて表現することができる。
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学年末試験

2

発展学習
財務諸表分析

関係比率による分析
・安全性分析、収益性分析、成長性分析が示す指標の意味について理
解させる。

中間試験

期末試験
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全商簿記実務検定
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